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生活科におけるアクティブ・ラーニングの実践的検討
Practical study of “Active learning” in Living Environment Studies
佐 藤 真 ＊・浦 郷 淳 ＊＊
Abstract
The purpose of this study is to discuss the purpose of “Active learning” in Living Environmental
Studies. The results show ; (1) Active learning is produced via the comparison of planning and results.
(2)The spontaneity of children is a fundamental.Moreover, living environmental studies depends upon
the realization of student spontaneity through “Visualization, Operation and Structuring.”
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 問題の所在と研究の目的
周知のように、アクティブ・ラーニングは、「新
たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて
〜生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学
へ〜（答申）1)」において示された。今日では、高
等教育にとどまらず初等教育においても必要とされ
ており、社会的要請も伺える。「教育課程部会教育
課程企画特別部会配付資料2)」においては、アク
ティブ・ラーニングが学習指導要領改訂に向けての
大きな柱のつとされ、「学校における質の高い学
びを実現し、子供たちが学習内容を深く理解し、資
質・能力を身に付け、生涯にわたってアクティブに
学び続けるようにするためのもの。」として示され
ている。
さて、このような社会的要請もあるアクティブ・
ラーニングであるが、従前の学校教育では行われて
こなかったのかという疑問もあろう。特に、小学校
では児童の活動を中心とした学習も多く、児童が活
動的に行う学習場面が数多く見られてきたこともま
た事実といえよう。すなわち、座学的に学ぶという
学習形態よりも、活動的に、つまりアクティブに学
ぶ機会や学習形態は多かったはずである。
しかし、今後の学習指導要領改訂に向けて求めら
れる柱としてアクティブ・ラーニングが示される中
で、「小学校の授業においても、有意義なアクティ
ブ・ラーニングが展開されているかといえば、必ず
しもそうとは言い切れない｡3)」という論も存在す
るのである。
そこで、本研究では、アクティブ・ラーニングに
ついての様々な言説の検討を行い、それを踏まえて
最も活動的な授業と見受けられる生活科の実践化を
図る。その上で、従前の授業に比して改善点を示
し、今後のアクティブ・ラーニングの実践化への示
唆を得ることを研究の目的とする。特に、小論で
は、小学校入門時期に自らの経験を基に活動を中心
とした学びを構築する生活科に焦点をあて検討を行
う。
 アクティブ・ラーニングの再定義
よく知られるように、文部科学省が示すアクティ
ブ・ラーニングの定義は、次のようなものである4)。
「教員による一方向的な講義形式の教育とは
異なり、学修者の能動的な学修への参加を取り
入れた教授・学習法の総称。学修者が能動的に
学修することによって、認知的、倫理的、社会
的能力、教養、知識、経験を含めた汎用的能力
の育成を図る。発見学習、問題解決学習、体験
学習、調査学習等が含まれるが、教室内でのグ
ループ・ディスカッション、ディベート、グ
ループ・ワーク等も有効なアクティブ・ラーニ
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ングの方法である。」
しかし、これは高等教育を視座としたものでもあ
り、概括的なものであることから、小学校教育にお
ける具体的実践化への示唆とはなりえていない。こ
のことは、文部科学省が以下の視点を示しているこ
とからも明らかである5)。
「学び」の本質として重要となる「主体的･対
話的で深い学び」の実現を目指す授業改善の視
点が、「アクティブ・ラーニング」の視点。①
学ぶ意味と自分の人生や社会の在り方を主体的
に結びつけていく ｢主体的な学び｣ ②多様な人
との対話や先人の考え方（書物等）で考えを広
げる ｢対話的な学び｣ ③各教科等で習得した知
識や考え方を活用した「見方・考え方」を働か
せて、学習対象と深く関わり、問題を発見・解
決したり、自己の考えを形成し表したり、思い
を基に構想・創造したりする ｢深い学び｣
このように、文部科学省は、アクティブ・ラーニ
ングについて、
つの「学び」の姿を提示している
のである。
さて、アクティブ・ラーニングには、他にも様々
な言説が見られる。例えば、「単に子どもを『活動
的に』するものではなく、その活動を通して学習が
深まるものとなるべき6)」といったものである。こ
れは、活動主義的な学習だけにとどめるのではな
く、学習内容の大切さをも示したものである。ま
た、学術的定義としての「一方的な知識伝達型講義
を聴くという（受動的）学習を乗り越える意味での、
あらゆる能動的な学習のこと。能動的な学習には、
書く・話す・発表するなどの活動への関与と、そこ
で生じる認知プロセスの外化を伴う｡7)」といった
ものである。これは、アクティブ・ラーニングが能
動的な学習であり、その能動的な学習には書く・話
す・発表するなどの具体的な活動において、そこで
何をどのように考え、児童がどう表出するかまでを
も含んだものといえよう。つまり、活動における思
考の可視化を行うとも読み取れるものである。この
ような点を踏まえると、アクティブ・ラーニングは、
ただ児童が動けばよいというだけでないことは明ら
かである。このことは、学習形態にも影響を及ぼす
であろうし、学習の中で児童がどのように学んだの
かという質が求められているともいえる。現在の小
学校教育では、児童が動くというイメージがあまり
に強すぎ、グループやペア等の学習形態に固執した
授業や、思考ツール等を使用することに執着した授
業が見受けられるということなどは、大きな問題と
もいえよう8)。そのような指導では、グループや
ツールという学習方法に固執してしまい、育むべき
力や資質・能力が不明確な授業であるといえるので
ある。
最終的には、深い理解を得ることが重要なのであ
るから、グループやツール等は深い理解を得るため
のきっかけにすぎない。したがって、今後のアク
ティブ・ラーニングの授業においては、思考ツール、
シンキング・シート、ホワイト・ボード、付箋紙、
カード等のツールを通しても、比較、分類、類型、
類推、想定、関連付け等々の認知スキルを身につけ
ながら学ぶことが重要といえる。これら一連の活動
は、児童の中にある思考を可視化し、その可視化し
たものを操作化する中で、構造化していくものとい
える。すなわち、思考の「可視化・操作化・構造化」
がなされることこそが重要なのである。
以上のことから、小論におけるアクティブ・ラー
ニングとは、比較、分類、類型、類推、想定、関連
付け等々の認知スキルを身につけながら学ぶ児童の
学習の姿、すなわち、思考の「可視化・操作化・構
造化」が取り入れられた学習活動と定義する。
 生活科の具体的実践における「アク
ティブ・ラーニング」の検討
小論で検討する生活科の実践は、前述したアク
ティブ・ラーニングの視点をもとに、思考の「可視
化・操作化・構造化」が図れるような単元として設
定した、年生「うごく うごく わたしのおもちゃ
（14時間）」の単元である。具体的な目標や評価規
準、単元の流れについては、以下の通りである。
⑴ 目 標
身近にある物を使って「動くおもちゃ」や「遊ぶ
場所」をつくり、友だちと一緒に工夫したり教え
合ったりしながら、動くおもちゃの面白さや不思議
さに気付き、みんなで楽しむことができる。
⑵ 評価規準
○ 身近な材料を使って、進んで、動くおもちゃを
作ったり、楽しく遊んだりする。
【生活への関心・意欲・態度】
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○ 自分が作りたいおもちゃをよりよく動くように
工夫したり、ルールや遊び方を工夫したりするこ
とができる。
【活動や体験についての思考・表現】
○ 身近な材料でおもちゃを作ったり、工夫したり
する楽しさや、友だちや自分のよさに気付くこと
ができる。
【身近な環境や自分についての気付き】
生活科におけるアクティブ・ラーニングの実践的検討
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⑶ 単元の流れ
おもちゃまつり（パート）
(昼休み)
・年生を招待した日の昼休み、希望者招いての活動を行う。
・異学年の児童からは、遊ぶだけでなく、質問などをされる姿が見られる。
・参加者が少ないブースについては、呼び込みが行われていた。
年生を招待し活動する様子
おもちゃを制作する様子
おもちゃまつり(パート) (1)
・縦割りグループの年生を招いて実施。活動を行う中で、年生に教え
る姿が見られる。
・年生の質問に対して、自分たちの工夫や遊び方をしっかりと伝えよう
とする児童の姿が見られる。
第次 「うごく うごく わたしのおもちゃ」の計画を立てて学習の見通しを持つ(1)
・学習内容を確認する。
・単元全体の計画を立てる。
・単元の流れを確認する。
集めた材料でおもちゃを作って遊ぼう(4)
・教科書や本をもとにして、集めた材料でおもちゃを作る。
・作ったおもちゃで遊んでみて、おもちゃの改良を行う。
おもちゃまつりの準備(4)（＋国語の時間「しょうたいじょうを書こう」(2)）
・何を作るか決めて、おもちゃを作る ・招待方法を考える
・おもちゃまつりの準備
学習活動
第次 自分たちが作ったおもちゃで、一緒に遊ぼう(8)
活動の様子
第次 身近にある素材を動かして遊ぼう(4)
自分たちで遊んでいる様子おもちゃまつり(パート
)(1)
・準備と並行して、クラスの中で遊ぶ時間を設定。
・自分たちの活動の中で得た気づきを友だちに伝える姿が見られる。
・遊び方だけでなく、呼び込み方や宣伝方法についてもアドバイスをする
姿が見られる。
回目のおもちゃまつりの準備の様子おもちゃまつりの準備(1)
・前日の回のおもちゃまつりで得た修正点を改善していく。家で作って
来たものを付け加える等様々な工夫を行った。
・人がたくさん来た時の工夫等をグループで確認する。
全校児童を招待し活動する様子
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⑷ 発展した学習活動
本単元における児童と作製した学習計画は、当初
は図のようである。⑶で示した単元の流れと異な
る点が多いことがわかる。このことについて、次の
つの観点から整理を行いたい。
① 全校児童を招待することで生まれた学習活動
⑶と⑷を比べてみると「一緒に遊ぼう」とする対
象が計画段階とは大きく異なっている点がわかる。
計画段階では、クラス全員・お家の人・一年生で
あったものが、実施後を見ると全校児童という対象
が増えているのである。この全校児童という対象が
増えた時期は単元途中であり、その理由としては
「縦割り班以外の年生が招待できない」というこ
とと、「他のクラスにも遊びに来てほしい」という
ことからであった。それが、来てもらうなら「全校
によびかけよう」という議論へと発展していったの
である。
しかし、この全校児童を招待することによって、
新たな活動も増えることになった。そこで、年生
への招待状に加えて、「全校への広報が必要」とな
り「ポスターを作ったり、放送をしたりしてはどう
か？」という意見にまとまった。それゆえに図の
ように、事前に全校放送をして呼びかけるという活
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全体でのふりかえり 個人のふりかえり
全校児童を招待し活動する様子
第次ふりかえり(1)
合計	回行ったおもちゃまつりについて、「身についた力」などを含めて
振り返りを行った。
ワークシートへの記述だけでなく、児童の発言を教師が整理していく中
で、本時の学びを振り返った。その上で、これまでの単元で行っていた「身
についた力」と比較しながら整理を行った。
児童が付箋やワークシートに記述した内容を用いて考えを整理していく
中で、自らのふりかえりの中に書かれていることとの価値づけを同時に行
うことができた。
おもちゃまつり（パート）
（昼休み）
・前日の昼休みの活動で参加できなかった子のために開催。
・連続であったが、子どもたちは前日より詳しく説明できており、呼び込
み等も意欲的に行えていた。
保護者を招待し活動する様子おもちゃまつり（パート	）(1)
・お家の方を招いての開催。説明の方法も慣れて、わかりやすい説明がで
きているとほめてもらう姿があった。
・お家の型からの質問にもスムーズに答えることができていた。
図 単元冒頭の計画
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動を
回行った。そこでは、放送するためのルール
を上級生に聞き、放送するまでの大変さを自発的に
学んだ児童の姿があった。
加えて、全校での実施も予定では回だったもの
が回となった。これは、回目の段階で来てくれ
た児童が多く、全員に楽しんでもらうことができな
かったためである。そのため、児童は「翌日も行い
たい」ということを言い、結果として実現に向けて
短時間で協力することとなったのである。
翌日の準備に向けては、行動も迅速に取り組むこ
とができた。年生ながら、お昼の放送での告知、
ポスターの修正、準備等を短時間で取り組む姿が見
られた。回目の告知の際には週間程度必要だっ
たことが、数分から数時間でできたのである。回
目の経験が、回目の活動に生きていたといえる。
すなわち、活動をするためにはどうしたらいいのか
ということを、子どもたちが短時間で考え、分担し
て実行したのである。
この学習活動を支えるために、教師はつのこと
を行っていた。
つ目は、「場所の確保」を事前に行っていたこ
とである。本実践が行われたのは、木曜日の午前中
から金曜日の午後までの時間であるが、その時間で
子どもたちが自由に使えるような場所を確保した。
すなわち、教室の中であれば、ピンポイントで招待
することしかできないものが、場所の確保によっ
て、児童の願いとして生まれた活動が拡張できたと
いえる。
つ目は、「児童の学習の拡張を予測して対応し
たこと」である。回目の全校児童招待は、実は木
曜日に行っている。それは、あらかじめ教師が木曜
日に活動が終わらなかったことを想定してのことで
ある。それゆえ、今回のように、もう一度子どもた
ちがやりたいという願いを持った時に即座に対応で
きたのである。さらに、そのような状況になっても
大丈夫なような時間割の工夫も行っていたのであ
る。
② 時間が制限されることによって生まれた学習活
動
回の全校児童を招待した会が生まれたことで、
児童は限られた時間で準備することが多々生まれ
た。結果的に、学習活動自体は凝縮されたものに
なっていた。つまり、児童たちは短時間の作業でど
れだけ相手に楽しんでもらえるようにするのかとい
うことを考え、制作を始めたのである。すなわち、
制限された時間であるが、その制限は結局、自分た
ちの判断によって生まれたものであるから、児童は
より能動的かつ協働的に活動を行ったのである。具
体的には、休み時間や朝の時間を活用し、おもちゃ
の数を増やしたり、おもちゃの補強をしたり、遊び
方の方法を工夫したりという姿が多く見られたので
ある。また、家にまで持って帰って活動に取り組ん
でいる児童の姿も見られた。すなわち、教師の指示
が無くても、児童が主体的に活動に取り組む姿が見
られたのである。
毎時間の振り返りの中には、友だちとのやりとり
を書いたり、おもちゃの具体について記述したりす
る児童が多く見られた。この	回の交流の振り返り
については、図
のような記述が見られるように
なっていた。すなわち、遊ぶ相手や参加者を意識し
た記述である。自分の伝え方がどうであったのかと
いったことや事前準備の大切さに目を向けられたこ
生活科におけるアクティブ・ラーニングの実践的検討
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図 放送で呼びかける様子
図 振り返りの記述の具体
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とは、短時間の間に多くのお客さんを相手にしたと
いう経験だからこそ生まれた思考であるといえる。
⑸ 思考の「可視化・操作化・構造化」
本時における思考の「可視化・操作化・構造化」
については、具体的な学習活動を単元の計画段階と
結果で整理すると、表のようである。生活科が児
童の活動中心の学習であることから、行動や思考の
「可視化」は児童の学習活動として想定できた。し
かし、年生での「操作化・構造化」については、
基本的に教師の指導によって行うことが望ましいも
のと捉えた。それは、「操作化・構造化」は、児童が、
小学校年生という発達段階から見て、その活動を
すること自体が目的になる恐れがあると判断したた
めである。目標に向かって学習を進めていく中で、
その中で行う学習活動そのものが目的になることは
望ましくない。児童の学習活動の状況によって、教
師が適切に判断していくことを優先したのである。
⑷で示したような、児童が取り組んでみたい活動
を可視化して、その活動を子どもたちに意見を出さ
せる中で整理（操作化）し、それを分類して手分け
し活動に移していく活動（構造化）が付け加わった
のである。
 考察
第に、子どもの願いに沿う生活科は、単元の構
想段階と結果段階で、その流れが変わることが多い
ものである。その変化をどのように指導をするのか
ということが、生活科での教師の重要点である。そ
の際、小論で示した思考の「可視化・操作化・構造
化」の視点で整理することが、より「アクティブ・
ラーニング」の授業になるかどうかを左右するもの
になるということである。
例えば、回目の全校児童の招待ができなけれ
ば、児童は放送をしたり、おもちゃを補強したりと
いうことはなかったであろう。しかも、短時間とい
う時間制限の中であっても、休み時間を活用した
り、直前まで準備したりという児童の姿につながる
のである。その結果、教師が指示しなくても能動的
に考え、活動に取り組むという姿になったといえ
る。確かに、おもちゃ作りそのものが「アクティ
ブ・ラーニング」であったかもしれないが、それ以
上にお客さんを自分たちの意思で招くと決定したこ
とが、能動的に取り組む姿勢を生み出したともいえ
よう。
また、表に示したような、単元の計画段階と授
業後の学習結果における差を見てみると、どのよう
な活動の変化が生じているのかを見て取ることがで
きる。つまり、学びがアクティブ・ラーニングに
なっていたのかどうかという点を計画と結果の比較
と相関させることによって判断し記録することで、
その後の単元の学習をアクティブ・ラーニングとし
て進めることができるということである。
第に、児童の自発的な選択が「アクティブ・
ラーニング」に影響を与えるということである。小
論では、児童に学習活動を選択させている場面が幾
つか散見される。その中でも、計画にない対象を招
待するという点は、児童の選択によるものである。
その選択があったことで、宣伝などの学習に直接関
係のないことでも率先して取り組んでいるといえ
る。その児童の選択を、「可視化・操作化・構造化」
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表 単元における思考の「可視化・操作化・構造化」の具体
・振り返った内容について児童同士が意
見交流を行う。出された気づきを、身
に付いた力として整理する。
・児童がやりたい活動を実行に移すため
に、必要なことを出し合い、整理する。
・振り返りを行う中で書いた付箋紙の同
じ内容を集約する。
・振り返った内容について児童同士が意
見交流を行う。
・気づきとして書いた付箋紙をもとにし
て、改善点を明らかにする。
・振り返りを行う中で書いた付箋紙の同
じ内容を集約する。
・ワークシートでの振り返り。気づきを
記入する。
・児童が、新たにやりたい活動を設定し、
行動へと移す。
・身に付いた力について、振り返りを行
う際に記入する。
操作化
単元計画
段階
授業後の
学習結果
思考
段階
・ワークシートでの振り返り。
・学習活動の中の気づきを付箋紙に記入
する。
・身に付いた力について、振り返りを行
う際に記入する。
可視化
・意見交流で出た内容について、教師が
黒板で整理していく。出された気づき
を画用紙に書くなどして、可視化して
おく。
・実行に移すために必要なことについ
て、順位付けを行い、児童で手分けし
て取り組む分担をし、実行に移す。
・集約したものを全体で教師が整理す
る。
・意見交流で出た内容について、教師が
黒板で整理し、まとめていく。
・明らかになった改善点について、順位
付けをし、改善を行う。
・集約したものを、全体で教師が整理す
る。
構造化
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し、児童が実現可能な形になるよう指導していくこ
とが教師の役割として捉えられよう。
特に、低学年における児童の思考は、自分たちの
やりたいことに直結することともいえ、その「やり
たいこと」が「できない」からこそ、「やりたい」
という活動意欲も増すともいえるのである。だから
こそ、児童の「やりたいこと」を整理して焦点化す
るためにも、思考の「可視化・操作化・構造化」の
過程を設定することが重要であるといえよう。な
お、その前提としては、「やりたいこと」すなわち
児童の自発的な選択が必要であるといえる。
 成果と課題
以上のことから、小論の一定程度の成果として
は、次の点といえよう。
すなわち、第に、アクティブ・ラーニングにつ
いては、思考の「可視化・操作化・構造化」の観点
から、その学びの要件を計画場面と結果場面での結
果比較から導き出されることを示した点である。
第に、アクティブ・ラーニングについては児童
の自発性が肝要であることと、生活科においてはそ
の自発性をもとにした児童の思考を「可視化・操作
化・構造化」することを通して実現化していくこと
について明らかにできたことである。
なお、小論では生活科の事例での検討を行った
が、他教科の授業等における検討については、筆者
の今後の課題としたい。
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